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分類 書名   著者名 出版者名 

歴史・地理 

210.5/ｴ/  江戸時代を知る、楽しむ。  永井義男／監修 Gakken 

  江戸が舞台のドラマをより深く楽しむための、江戸時代の入門書。人口百万都市であった江戸を中心に繰り広

げられた当時の生活、文化、娯楽、名所などを、平易で読みやすい文章と味のある絵で解説する。  

社会 

369.2/ｸ/  老いた親の様子に「アレ?」と思ったら  工藤広伸／著 PHP研究所 

  普段の会話などで老いた親の様子に「アレ?」と思うことがありませんか? 親の介護で後悔しないよう、お金、ス

トレス、仕事など、介護がはじまる「前」に知っておきたい必要最低限の知識を具体的に紹介する。  

自然科学・医学 

498.5/ﾅ/  メンタルを強くする最強の食事術  ウーマ・ナイド／著 SB クリエイティブ 

  精神科医であり、かつ栄養士、調理師である著者が、最新の科学的研究をもとに食を通して不安に対処しメン

タルを強くする方法を教える。自分の力でメンタルを強くするための食事法やレシピも紹介。  

技術・家政  

549/ｾ/  現役お父さんエンジニアが教える!小中学生と作る電子工作 せでぃあ／著 工学社 

  電気配線だけで作る「じゃんけん装置」、マイコンを使った「信号機」…。親子でも作れる簡単な電子工作を紹

介。基本的な始め方から注意点まで丁寧に解説する。サンプルプログラムがダウンロードできるパスワード付き。 
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ＲＤＤ（Rare Disease Day）とは、希少、難治性疾患の

患者さんの生活の質の向上を目指した、毎年２月の最終

日に世界中で開催されるイベントです。難病について知

るための本を紹介します。 

2/22（土）～ 

3/13（木）まで 

AYA ウィークとは AYA世代(15～39歳)の「がん」につ

いて考える１週間のことを言います。今年は 3/8～3/16

がAYAウィークとなっています。展示コーナーではがんや

命についての本を紹介します。 

3/1（土）～ 

3/27（木）まで 

 １階展示 

毎月テーマを変えて展示を行っています。確かな情報は本からも得ることができます。 

本選びには展示コーナーをぜひご利用ください。 

 2階展示 
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芸術、工芸 

726.1/ﾔ/  いくつになっても夢を追い続けるやなせたかしの言葉   桑原晃弥／著 リベラル社 

  子どもに「子どもだまし」は通用しない、できない人の気持ちを理解する、悔しさを成長へのバネにする…。子ど

もたちに愛される「アンパンマン」を生み出した、やなせたかしの愛と勇気を信じるワンフレーズを紹介する。  

日本文学－文学・詩歌・小説・エッセイ 

913.6/ｱﾝ/ デートピア   安堂ホセ／著 河出書房新社 

  舞台は南太平洋の楽園。ひとりの女を巡る、世界各国 10人の男たちの争奪戦。恋愛リアリティショー

「DTOPIA」の視聴者たちは、やがて「自分だけの DTOPIA」を編集しはじめ-。『文藝』掲載を単行本化。  

913.6/ｲｻ/ 楽園の楽園  伊坂幸太郎／著 中央公論新社 

  謎の人工知能「天軸」の暴走で、世界は混乱に陥った。五十九彦、三瑚嬢、蝶八隗の 3人は、人工知能の開発

者が描いたという巨大な樹の絵画「楽園」を手掛かりに、暴走する「天軸」の所在を探り…。  

913.6/ｻﾉ/  氾濫の家  佐野広実／著 講談社 

  郊外の住宅地に住む 50代の専業主婦、新井妙子。ある日、隣の家で殺人事件が起きた。平穏そうに見えた隣

家で何が起きていたのか? 事件はやがて、妙子自身の家庭の闇をあぶり出し…。異色のサスペンス。 

913.6/ﾂﾁ/ 謎の香りはパン屋から  土屋うさぎ／著 宝島社 

  大学生の小春はパン屋でアルバイトをしている。あるとき親友の由貴子にドタキャンされてしまう。誘ってきたのは彼女

のほうなのにどうして? 小春は彼女の行動を振り返り、意外な真相に辿りつく…。<日常の謎>連作短編集。  

913.6/ﾐﾅ/  C線上のアリア   湊かなえ／著 朝日新聞出版 

  両親を亡くし叔母に引き取られた美佐は、高校時代を山間部の田舎町で過ごす。それから 30年、認知症の症状が見

られる叔母を訪ねると家はごみ屋敷と化していた。片付けをする中で見つけたのは…。『朝日新聞』連載を加筆修正。  

913.6/ﾑﾗ/ 風の港   村山早紀／著 徳間書店 

  子どものころから、涙をこらえ、頑張ってきたタクシー運転手の今日子。思わぬ病を得て気弱になった彼女が空港

の屋上で出会ったのは、2匹の狐と…。空港をめぐる出会いと別れの 5つの物語。『読楽』掲載に加筆修正。  

913.6/ﾑﾚ/ 雑草と恋愛  群ようこ／著 角川春樹事務所 

  隣人のチユキに恋愛相談をされたり、アパートの雑草ぬきに勤しんだり、兄一家のネコの画像に癒やされたり。キ

ョウコは相も変わらず無職のまま、月 10万円でのんびり一人暮らし中…。「れんげ荘」シリーズ第 9弾。  

914.6/ｾｵ/  そんなときは書店にどうぞ  瀬尾まいこ／著 水鈴社 

  出版業界の慣習に困惑しながら書店を巡り、書店員の手作り POPに感動し…。映画「夜明けのすべて」の秘蔵エピソードも

満載のエッセイ集。水鈴社公式 note連載を書籍化。「幸福な食卓」のその後を描いた短編小説も収録。 

 914.6/ｾｺ/   おれは老人?  勢古浩爾／著 清流出版 

  「そこのじいさん」ってオレのことか!? 誰もが抱える、心の年齢と実年齢とのギャップ。おもしろくて、痛烈で、少し

哀しい!? 77歳の著者が自らの経験をもとに、そのギャップに迫り、よい年の重ね方、生き方を考える。  

936/ｽ/  アーベド・サラーマの人生のある一日  ネイサン・スロール／著 筑摩書房 

  

ヨルダン川西岸地区で、園児たちの乗ったバスが燃えた。壁、検問所、無関心に阻まれる救助活動。アーベドは

息子を探して奔走する-。占領とはなにかを問う、悲劇のノンフィクション。 
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スマー ト

フ ォン用

サイト 

開館時間【本館】平日 10:00～19:00 土日祝 10:00～17:00 

         【帷子・桜ケ丘分館】9:00～17:00 

【カニミライブ図書館】10:00～20:00（年中無休） 

本館、帷子・桜ケ丘分館休館日 

毎週月曜日、毎月最終金曜日 

3月 3,10,17,24,28,31日 

https://www.kani-lib.jp/

